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に
は
電
気
や
電
話
で
一
〜
二
週
間
、
水
道

は
三
カ
月
を
要
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
に
必
要
と
な
る
の
が
「
非
常

持
ち
出
し
品
」
で
す
。
非
常
持
ち
出
し
品

は
、
両
手
の
あ
く
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入

れ
て
、
安
全
で
分
か
り
や
す
い
場
所
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。
（
荷
物
量
の
目
安
は
男

性
十
五
㌔
、
女
性
十
㌔
で
す
）

　

絶
対
に
用
意
し
た
い
も
の
と
し
て
は
、

水
、
蛍
光
灯
付
き
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、

乾
電
池
、
保
存
用
食
料
品
、
軍
手
、
タ
オ

ル
、
救
急
箱
、
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
。
そ
の

ほ
か
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、
ポ
リ
タ
ン
ク
、

サ
ラ
ン
ラ
ッ
プ
、
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
も
用
意
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

　

家
庭
環
境
や
個
人
の
状
況
に
よ
っ
て
、

必
要
と
な
る
も
の
が
異
な
り
ま
す
。
入
れ

歯
や
メ
ガ
ネ
、
お
む
つ
な
ど
、
家
族
の
避

難
所
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
を
優
先
し

て
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
水
は
一
人
一
日
三
㍑
を
目
安
に
、
家
族

　

全
員
が
三
日
間
生
活
で
き
る
分
を
用
意

欠
か
せ
な
い「
人
」の
つ
な
が
り

　

昨
年
は
多
く
の
災
害
が
日
本
中
を
襲
い

ま
し
た
。
観
測
史
上
最
多
の
十
個
の
台
風

が
上
陸
し
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
な
ど

が
全
国
各
地
で
起
こ
り
ま
し
た
。
十
月
に

は「
新
潟
県
中
越
地
震
」が
発
生
。
多
く
の

人
が
家
や
財
産
を
な
く
し
、
今
な
お
仮
設

住
宅
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
も
、
七
月
十
七
日
か
ら
十
八
日

に
か
け
て
降
り
続
い
た
「
福
井
豪
雨
」
に

よ
っ
て
、
五
十
三
世
帯
が
床
上
・
床
下
浸

水
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
宝
慶

寺
の
裏
山
で
土
砂
崩
れ
が
起
こ
り
、
土
砂

や
岩
石
が
境
内
に
な
だ
れ
込
み
ま
し
た
。

　

通
勤
・
通
学
途
中
や
入
浴
中
、
就
寝
中

な
ど
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
の
が

災
害
で
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
家
族
は
も
ち

ろ
ん
、
親
類
や
隣
近
所
の
住
民
な
ど
と
の

「
人
」
の
つ
な
が
り
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
ど
う
行
動

し
助
け
合
う
の
か
、
情
報
を
共
有
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。
避
難
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
次

の
こ
と
を
確
認
、
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
避
難
所
の
場
所
・
経
路
を
確
認

　

自
主
的
に
身
を
寄
せ
る
た
め
の
避
難
場

所
（
公
園
や
集
会
所
な
ど
）
や
、
寝
泊
り

も
で
き
る
拠
点
避
難
所
（
そ
れ
ぞ
れ
の
区

ご
と
に
指
定
さ
れ
た
小
・
中
学
校
な
ど
）を

「
大
野
市
防
災
マ
ッ
プ
」
を
広
げ
て
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
所
ま
で
の
経

路
を
複
数
調
べ
ま
し
ょ
う
。
（
実
際
に
歩

く
、
地
図
で
調
べ
る
な
ど
）

▼
非
常
持
ち
出
し
品
を
用
意

　

平
成
七
年
一
月
に
発
生
し
た
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
」
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
（
都
市
生
活
の
維
持
に
必
要
不
可

欠
な
も
の
）
が
寸
断
さ
れ
ま
し
た
。
復
旧

何
を
備
え
る
べ
き
か

  

家
族
で
話
し
合
う

　

嶺
北
地
方
を
中
心
に
大
雨
を
降
ら
せ
た
「
福
井
豪
雨
」

か
ら
も
う
す
ぐ
一
年
。
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
き

ま
す
。
今
回
は
、
災
害
が
起
こ
る
前
に
や
っ
て
お
き
た
い

「
備
え
」
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

「福井豪雨」で決壊した林道宝慶寺・千本杉線

昨年の水害など、一部の限られた
対象区で災害が発生したときは、
公民館などの公共施設も自主避難
場所として活用できます。

多
発
す
る
災
害

広報おおの７月号と一緒に全戸配布される
「大野市防災マップ」

特集 ◆ 災害に「備える」
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町
内
で
集
ま
っ
て
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備

し
て
お
く
こ
と
や
災
害
時
の
対
応
な
ど
を

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

▼
各
自
の
避
難
場
所
な
ど
を
発
表
し
合
う

　

家
族
で
話
し
合
っ
た
避
難
場
所
や
経
路

に
つ
い
て
町
内
の
会
合
な
ど
で
発
表
し
、

情
報
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
自
主
避
難
場

所
に
避
難
す
る
人
と
拠
点
避
難
所
に
避
難

す
る
人
が
出
て
き
ま
す
。
逃
げ
遅
れ
て
助

け
を
求
め
て
い
る
の
か
、
す
で
に
避
難
し

て
無
事
な
の
か
を
確
認
す
る
た
め
に
も
、

区
長
や
町
内
の
防
災
担
当
者
が
把
握
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
や
お
年
寄
り
な
ど
の
災

害
弱
者
と
呼
ば
れ
る
人
が
安
全
に
避
難
す

る
た
め
に
は
、
だ
れ
か
の
手
助
け
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
町
内
に
何
人
い
て
ど
う
保

護
す
る
の
か
な
ど
、
事
前
に
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
自
主
防
災
組
織
を
つ
く
る

　

災
害
が
発
生
し
、
自
分
の
町
内
が
避
難

の
対
象
と
な
っ
た
場
合
、
だ
れ
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
避
難
の
連
絡
が
伝
達
さ

れ
る
か
ご
存
じ
で
す
か
。
い
ろ
い
ろ
な
情

報
が
い
わ
ゆ
る
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
ど
の

情
報
を
信
用
し
て
良
い
の
か
分
か
ら
な
か

っ
た
と
の
体
験
談
を
聞
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、
町
内
会
に
自
主
防
災
組
織

が
あ
り
、
区
長
か
ら
の
連
絡
が
だ
れ
を
通

情報伝達や人の流れ・自主防災組織
　自主防災組織は、地域住民がみんなで協力し合
って被害を最小限に食い止めるために重要な役割
を果たします。また、役割分担することで、市か
らの情報がスムーズに伝達され、一人ひとりがや
るべきことを自覚できます。
　自主防災組織の例を紹介します。この機会に、
結成について町内会で話し合ってみましょう。

  

町
内
で
話
し
合
う

班  名 平常時 非常時

情  報
・災害の知識収集
・住民への啓発
・町内の状況把握

・町内の被害状況収集
・市への情報提供
・住民への情報提供

消  火 ・消火方法の周知
・初期消火の訓練

・出火防止の広報
・飛び火の警戒
・初期消火の実施

救  助
・救助用具の調達
・救助技術の習得
・危険箇所の把握

・負傷者の救出
・道路障害物などの除去

食  糧
・炊飯用具の確保
・非常持ち出し品 
　の広報

・被災者への炊き出し
・給水、救援物資の配分
　協力

※そのほか、非常時に避難所で人員点呼や災害弱
　者の避難補助を行う「避難誘導班」などを設置
　するのも良い

各班の役割

自主防災組織（例）

区長　　副区長　　防災委員

情報班

消火班

救助班

食糧班

各区の区長

情報を共有

広報車・消
防サイレン

テレビ
ラジオ

住民　　住民　　住民　　住民　　住民

自主避難場所

拠　点　避　難　所

第２次避難所

必要に応じて

・職員の派遣
・救援物資の
　送付　など

凡　例
　　　：市からの情報
　　　：情報の流れ
　　　：人の流れ

勧告・指示

連絡・出動 報道要請市災害対策本部

避難勧告？避難指示？
　災害が発生する恐れがある場合に、避難を勧め
るために出すのが勧告、緊急の避難を強く訴える
ために出すのが指示です。ともに意味としては「避
難してください」。より被害の危険が切迫している
場合に避難指示を出します。
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じ
て
伝
わ
る
の
か
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
口

コ
ミ
で
広
が
る
情
報
に
振
り
回
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
常
時
、
福
井
地
方
気
象
台
や
大

野
土
木
事
務
所
、
消
防
署
な
ど
の
防
災
関

係
機
関
か
ら
、
気
象
や
災
害
に
関
す
る
情

報
を
得
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
ま
た
は

発
生
す
る
恐
れ
が
生
じ
た
と
き
は
、
市
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
す
。
特
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
に
つ
い
て
は
、

区
長
に
対
し
電
話
で
、
避
難
す
る
よ
う
勧

告
や
指
示
を
出
し
ま
す
。

　

ま
た
同
時
に
、
勧
告
な
ど
の
対
象
と
な

る
区
の
拠
点
避
難
所
を
開
設
。
広
報
車
や

消
防
サ
イ
レ
ン
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
通
じ

て
災
害
の
状
況
、
避
難
す
べ
き
場
所
や
経

路
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

地
震
や
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
を
防
ぐ

こ
と
は
不
可
能
で
す
。
し
か
し
、
事
前
に

備
え
る
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
野
地
区
消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
四

日
曜
日
に
「
普
通
救
命
講
習
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。（
事
前
申
し
込
み
必
要
）

　

心
肺
蘇そ

せ
い生
法
や
出
血
時
の
止
血
方
法
な

ど
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
に
で
き
る
応
急

手
当
に
つ
い
て
、
実
技
を
交
え
な
が
ら
学

び
、
知
識
と
技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

　
〝
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
〞。
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

総
務
課
行
政
係
（
☎
66
・
１

　

１
１
１
内
線
２
４
４
）

紹介します！ 市民の防災活動

市
の
対
応

自
分
の
身
は
自
分
で

　社団法人観光協会青年部では、4月のさくらま
つり会場で避難所を設営し一晩過ごす「春の災害
避難所体験ナイト」を初めて開催しました。
　当日は青年部部員や一般参加者約20人が参加。
暖をとるため、避難所のテントを新聞紙などで覆
い、床にはダンボールを敷き詰めました。また、
限りある水を有効利用するため、ダンボールにご
み袋を入れたものをバケツ代わりに作って野菜
用、手洗い用などと分けて使用しました。
　サラダ油や紙コップ、ティッシュなどを使い、
火をおこす小さなランプを作ったのですが、かな
り長時間燃え続けていたので感動しましたね。
　災害は、いつどこで起こってもおかしくありま
せん。家族の中の一人だけでも、今回のような経
験をしておくと良いと思います。

　「市民活動支援センター大野」は、まちづくり
に関心のある市民を応援することでまちを元気に
しようと、昨年7月に活動を始めました。
　昨年の福井豪雨では、メンバーもボランティア
活動に参加。それをきっかけに、Ｅメールを使っ
てみんなで防災や防犯などに関するいろんな情報
を共有できればと「大野あんし
んネット」を立ち上げました。
現在、100人を超える人が登録
しています。
　登録や情報料は無料です。下
記のＥメールアドレスに「あん
しんネット登録希望」と入力
し、送信してください。
※ono_anshinnet-owner@yahoogroups.jp

さくらまつり会場で
　　避難所模擬体験を開催

（社）観光協会青年部
　中尾　太江子さん
　　　（24歳　花房）

いろんな情報  みんなで共有

市民活動支援センター大野
防災プロジェクトリーダー
　長谷川　智一さん
　　　（30歳　木本）

避難訓練（乾側小）

自主防災訓練（清瀧区）

特集 ◆ 災害に「備える」
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少
子
高
齢
社
会
の
到
来
や
三
位
一
体
改

革
の
進
展
な
ど
激
変
す
る
社
会
経
済
情
勢

に
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に
対
応
し
、
住
民
福

祉
の
向
上
と
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域

社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
行
政
改
革

へ
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

　

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
第
五
次
大
野
市
行

政
改
革
大
綱
と
重
点
事
項
推
進
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
全
庁
体
制
で
新
た
な
行
政
改
革

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
地
方
分
権
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
市

民
本
位
の
行
政
運
営
の
推
進
」

①
財
政
の
健
全
性
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
行
政
の
責
任

領
域
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な

行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
ま
す
。

②
新
た
な
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
よ
る
効
率
的
な
庁
内
体
制
を
整
備
し
、

職
員
定
数
の
適
正
管
理
や
地
方
分
権
社

会
に
ふ
さ
わ
し
い
職
員
を
育
成
し
ま
す
。

③
市
政
運
営
の
透
明
性
を
高
め
、
説
明
責

任
を
果
た
す
こ
と
に
よ
る
、
市
民
参
加

型
市
政
を
推
進
し
ま
す
。

④
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
の
活
用
に
よ
る

行
政
手
続
な
ど
に
対
す
る
負
担
の
軽
減

と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

　

平
成
十
七
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で

の
五
年
間
で
、
目
標
年
次
を
平
成
二
十
一

年
度
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
中
・
長
期
的

な
視
点
で
取
り
組
む
べ
き
も
の
に
つ
い
て

は
、平
成
二
十
六
年
度
を
目
標
と
し
ま
す
。

１
事
務
事
業
の
見
直
し

　
　

事
務
事
業
や
補
助
金
な
ど
の
整
理
合

理
化
や
民
間
委
託
な
ど
を
進
め
、
事
務

の
簡
素
効
率
化
や
統
合
を
図
り
ま
す
。

２
組
織
・
機
構
の
見
直
し

　
　

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
組
織
や
機
構

　

の
構
築
を
図
り
ま
す
。
幼
稚
園
・
保
育

　

所
に
つ
い
て
は
、
園
児
数
の
動
向
に
よ

　

り
統
廃
合
を
進
め
、小
・
中
学
校
で
は
再

編
に
伴
い
業
務
体
制
を
見
直
し
ま
す
。

３
外
郭
団
体
な
ど
の
見
直
し　

　
　

運
営
の
改
善
指
導
を
行
い
自
立
化
を

促
す
と
と
も
に
、
目
的
が
類
似
し
た
団

体
に
つ
い
て
は
統
廃
合
を
進
め
ま
す
。

４
定
員
・
給
与
の
適
正
化

　
　

合
併
時
に
約
四
百
人
と
な
る
職
員
数

を
平
成
二
十
六
年
度
末
ま
で
に
約
一
割

減
の
三
百
六
十
人
と
し
ま
す
。
能
力
や

業
績
を
反
映
し
た
給
与
制
度
と
し
、
給

与
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

５
人
材
の
育
成
・
確
保

　
　

人
材
育
成
や
職
員
の
意
識
改
革
を
推

進
し
、
人
事
交
流
や
女
性
職
員
の
登
用

に
努
め
ま
す
。

６
情
報
化
な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・

新
た
な
行
政
運
営
の
推
進

　
　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
化
や
質
の
向

上
、
事
務
処
理
の
効
率
化
に
努
め
、
高

度
情
報
通
信
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し

て
、
行
政
の
情
報
化
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
と
の
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

７
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上　

　
　

透
明
性
の
高
い
開
か
れ
た
行
政
を
目

指
す
た
め
情
報
公
開
を
推
進
し
、
市
民

に
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

８
経
費
の
節
減
合
理
化
な
ど
財
政
の
健
全
化

　
　

経
費
全
般
に
つ
い
て
節
減
合
理
化
と

予
算
の
厳
正
な
執
行
を
行
い
、
計
画
的

な
財
政
健
全
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

市
税
な
ど
の
徴
収
率
向
上
な
ど
自
主
財

源
の
確
保
を
図
り
、
市
民
相
互
の
受
益

と
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
使
用

料
や
手
数
料
を
見
直
し
ま
す
。

９
公
共
施
設
の
効
率
的
運
営

　
　

施
設
の
有
効
活
用
や
連
携
な
ど
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
な
が
ら
、

多
角
的
な
利
用
促
進
と
利
用
率
の
低
い

施
設
の
整
理
合
理
化
を
図
り
ま
す
。

10
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
・
入
札
の
改
善

　
　

公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
公
共
工
事
の
入
札
に
つ

い
て
市
独
自
の
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
す
。

11
広
域
行
政
の
推
進

　
　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
の
業
務
見
直
し
や
消
防
行
政
の
広
域

化
に
つ
い
て
、
圏
域
内
に
お
け
る
一
層

の
連
携
強
化
と
消
防
機
動
力
の
強
化
を

図
る
た
め
、
関
係
自
治
体
と
協
議
を
進

め
、
広
域
行
政
体
制
の
強
化
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
消
防
団
に
つ
い
て
は
組
織

再
編
を
行
い
、
適
正
な
定
員
管
理
を
行

い
ま
す
。

　

第
五
次
大
野
市
行
政
改
革
大
綱
と
重
点

事
項
推
進
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
推
進
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
は

今
後
、
適
時
公
表
し
ま
す
。

※http://w
w
w
.city.ono.fukui.jp

問
合
せ
先　

企
画
課
企
画
政
策
係
（
☎
66

　

・
１
１
１
１
内
線
４
３
３
）

第
五
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

基
本
方
針

重
点
推
進
事
項

大
綱
の
推
進
期
間

基
本
理
念



転
出
・
転
入
な
ど
届
け
出
る
人
へ

　
 

「
本
人
確
認
」
に
協
力
を

　

近
年
、
第
三
者
が
本
人
に
な
り
す
ま
し

て
転
出
や
転
入
な
ど
を
行
う
事
件
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
の
発
表
に
よ
る
と
「
な
り
す
ま

し
」
に
よ
る
転
出
・
転
入
届
を
市
区
町
村

が
警
察
に
告
発
し
た
件
数
は
、
平
成
十
五

年
度
一
年
間
で
百
三
十
四
件
だ
っ
た
も
の

が
、
十
六
年
四
月
か
ら
十
二
月
末
の
九
カ

月
間
で
百
八
十
五
件
と
五
十
件
以
上
も
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

第
三
者
に
よ
る
な
り
す
ま
し
を
防
止

し
、
住
民
基
本
台
帳
の
正
確
な
記
録
を
確

保
す
る
た
め
、
総
務
省
で
は
「
住
民
基
本

（６） 2005.7  広報おおの

９月１日スタート

種　類 戸　　　籍 住　民　票 印鑑登録証明書

定　　義
本籍、両親の氏名、続柄、婚姻
の有無など、その人の身分関係
を証明するもの　　　　　　　

住所、氏名、生年月日、世帯主
など、その人の居住関係を証明
するもの　　　　　　　　　　

大野市に登録した印鑑の印
影を証明するもの　　　　

請求 
できる人

戸籍に記載されている本人、配
偶者、直系血族（※1）　　 　 本人、本人と同じ世帯の人　　 　本人　　　　　　　　　　　

代理申請 
の場合 請求できる人の委任状が必要　 請求できる人の委任状が必要　 本人の実印が押してある委

任状が必要　　　　　　　

必要書類 印鑑（代理申請の場合、代理の
人の印鑑も必要）　　　　　　

特になし（代理申請の場合、代
理の人の印鑑が必要）

・印鑑登録証（カード）　 
・印鑑（代理の場合、代理
の人の印鑑も必要）　

請 求 先 本籍地の市区町村　　　　　　 住民登録してある市区町村（※2） 住民登録してある市区町村

そ の 他

・戸籍は本籍地のある市区町村 
　でしか請求できません　　　 
・戸籍の筆頭者は死亡しても変 
　わりません　　　　　　　　 
・本籍は住所ではありません　

同じ家に住んでいても世帯を分
けている（生計が別と届け出て
いる）場合は、委任状の提出が
必要です　　　　　　　　　　

・証明を受けるためには、 
　事前に印鑑登録を済ませ
ておく必要があります  
・登録証（カード）が無い  
　場合、印鑑を持参しても  
　証明書を発行することは  
できません　　　　　 

※１　直系血族とは、自分から見て父母や祖父母、子や孫を示します（兄弟は含まれません） 
※２　本人の免許証などを提示すれば、請求できる人の住民票が、全国の市区町村で受けられます。 
　　　ただし、本籍地の記載された住民票は交付されません

市民課の主な証明書の種類と請求方法

台
帳
事
務
処
理
要
領
」
を
改
正
。
全
国
の

市
区
町
村
に
対
し
、
窓
口
で
身
分
証
明
書

な
ど
を
提
示
し
て
も
ら
う
「
本
人
確
認
」

を
行
う
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
要
請
を
受
け
、
当
市
で
は
九
月
一

日
か
ら
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

転
出
や
転
入
、
転
居
と
い
っ
た
住
民
異

動
届
は
現
在
、
届
け
出
人
が
本
人
ま
た
は

同
じ
世
帯
の
人
で
あ
る
か
ど
う
か
聞
き
取

り
を
行
っ
た
上
で
、
届
け
出
書
に
記
名
、

押
印
し
て
も
ら
い
受
理
し
て
い
ま
す
。

（
届
け
出
人
が
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の

人
で
な
い
場
合
、
委
任
状
の
提
出
が
必
要

で
す
）

　

九
月
一
日
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の

か
項
目
ご
と
に
ま
と
め
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
届
け
出

　

転
出
届
、
転
入
届
、
転
居
届
の
三
種
類

本
人
確
認
の
対
象
者

　

市
民
課
窓
口
に
届
け
出
書
を
持
参
し
た
人

本
人
確
認
の
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
確
認
し
ま
す

①
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
、
運
転
免
許
証

変
更
の
ポ
イ
ン
ト



（７）2005.7  広報おおの

そ
の
他
官
公
署
が
発
行
し
た
免
許
証
、

許
可
証
ま
た
は
資
格
証
明
書
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
で
、
本
人
の
写
真

が
張
っ
て
あ
る
も
の
を
提
示

②
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
交
付
す
る
書
類

を
複・
・数
提
示（
健
康
保
険
証
、介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
各
種
年
金
証
書
な
ど
）

※
本
人
が
自
署
し
た
会
員
証
や
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
、
預
金
通
帳
や
社
員
証
な
ど
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん

③
①
ま
た
は
②
の
提
示
が
な
い
場
合
や
提

示
が
あ
っ
た
場
合
で
も
必
要
と
判
断
し

た
と
き
は
、
口
頭
で
質
問
を
行
い
ま
す

本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合

　

①
か
ら
③
の
方
法
で
本
人
と
確
認
で
き

な
か
っ
た
と
き
や
時
間
外
に
届
け
出
た
場

合
、
本
人
あ
て
に
「
住
民
異
動
届
受
理
通

知
」
を
送
付
し
ま
す
。
転
出
な
ど
の
住
民

異
動
届
を
出
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
通
知

が
届
い
た
と
き
は
、
第
三
者
に
よ
る
な
り

す
ま
し
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
市
民
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

戸
籍
の
届
け
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

五
年
十
一
月
か
ら
同
様
の
理
由
に
よ
り
、

す
で
に
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
届
け
出
は
婚
姻
、
協
議
離
婚
、

養
子
縁
組
、
協
議
離
縁
の
四
種
類
で
す
。

問
合
せ
先　

市
民
課
市
民
窓
口
係
（
☎
66

　

・
１
１
１
１
内
線
４
５
３
）

　

第
十
七
回
大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協
議

会
が
六
月
九
日
、
有
終
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

和
泉
支
所
と
教
育
委
員
会
事
務
局
和
泉

住
民
交
流
会
の
参
加
者
募
集

　
　

両
市
村
の
住
民
交
流
を
深
め
る
た
め
、

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時　

八
月
七
日
㊐
午
前
九
時
五
十
分

Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
集
合

　

場
所　

九
頭
竜
ダ
ム
地
下
発
電
所
と
九

頭
竜
国
民
休
養
地

　

対
象　

両
市
村
の
小
・
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
（
原
則
保
護
者
同
伴
）

　

定
員　

八
十
人
（
先
着
）

　

参
加
料　

小
・
中
学
生
一
人
五
百
円
、

　
　

大
人
一
人
千
円

　

申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
書
を
請
求
。
必
要

事
項
を
記
入
し
、
参
加
代
金
を
添
え

て
申
し
込
み

　

申
込
期
間　

七
月
四
日
㊊
〜
二
十
二
日
㊎

申
込
・
問
合
せ
先　

大
野
市
・
和
泉
村
合

　

併
協
議
会
事
務
局
（
〒
９
１
２
ー
８
６

　

６
６
大
野
市
天
神
町
１
ー
１
大
野
市

役
所
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
４　

65
・
８
３
７
１
）

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

gappei@
city.ono.fukui.jp

分
室
の
組
織
体
制
が
ま
と
ま
り
、
現
在
の

和
泉
村
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
和
泉
公
民

館
を
設
置
し
、
公
民
館
内
に
分
室
の
事
務

所
を
置
く
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。　

　
　

十
一
月
七
日
の
合
併
に
合
わ
せ
、
新

市
を
象
徴
す
る
「
花
」
「
木
」
「
鳥
」

「
魚
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
基
準　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　
　

る
も
の

　

▼
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

▼
両
市
村
の
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る

　

も
の
、
ま
た
は
な
じ
み
が
深
い
も
の

　

▼
希
少
価
値
が
あ
り
、
保
護
育
成
が
必

　

要
な
も
の

　

▼
そ
の
ほ
か
市
を
象
徴
す
る
も
の

　

対
象　

両
市
村
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

応
募
方
法　

応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ
４

白
色
用
紙
に
選
ん
だ
も
の
と
選
ん
だ

理
由
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

勤
務
先（
両
市
村
以
外
に
在
住
の
人
）

を
明
記
し
、
直
接
ま
た
は
送
付

　

※
応
募
は
一
人
各
一
点

　

応
募
締
切
日　

八
月
十
日
㊌

　

そ
の
他　

選
定
さ
れ
た
も
の
を
応
募
し

た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
、
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す

戸
籍
関
係
は
す
で
に
開
始

◆ 

大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協
議
会 

◆

和
泉
支
所
・
分
室

組
織
体
制
決
ま
る

和泉支所

管理課 総　務　係 税証明、防災、地域審議会など　

住民課
住民福祉係 窓口事務、国民健康保険、介護など　

保健環境係 保健、ごみ、公共交通機関の利用促進など　

振興課
産業建設係 道路などの維持管理、除雪、水道など　

観光交流係 観光事業、観光客の受け入れなど　

教育委員会事務局 
和泉分室　　　　 教育振興係 学校教育、生涯学習、スポーツ振興など　

和泉支所・分室の主な業務

　

ま
た
、
新
〝
大
野
市
〞
の
象
徴
と
な
る

花
・
木
・
鳥
な
ど
を
募
集
し
、
そ
の
選
定

を
行
う
小
委
員
会
の
設
置
が
協
議
さ
れ
、

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

6

新
市
の
象
徴
募
集

花
・
木
・
鳥
・
魚



「
大
野
市
景
観
賞
」
候
補
を
募
集

「
大
野
市
景
観
賞
」
候
補
を
募
集

　

ご
み
拾
い
や
清
掃
な
ど
の
環
境
美
化
運

動
や
、
ま
ち
な
み
保
全
な
ど
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
団
体

応
募
方
法
（
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
）

　

応
募
す
る
人
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
景
観
の
名
称
・
所
在
地
・
選
ん
だ
理

由
を
明
記
し
、
写
真
を
添
え
て
提
出

応
募
締
切
日　

八
月
十
日
㊌

　

応
募
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
大
野

市
都
市
景
観
審
議
会
で
審
査
し
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
な
ど
は
、
広
報
お
お
の
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課
計
画
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
４
）
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去
や
砂
ろ
過
、

消
毒
な
ど
七
つ

の
工
程
を
行
う

水
処
理
施
設
を

併
設
し
ま
す
。

　

一
部
二
階
建

て
建
物
で
、
一

日
最
大
三
〇
立

方
㍍
を
処
理
。

雨
水
を
い
っ
た

ん
溜
め
る
た
め

の
水
槽
も
建
物

地
下
部
分
に
備

え
ま
す
。

　

埋
め
立
て
処

分
地
を
含
め
た

総
事
業
費
は
、

約
九
億
六
千
八

百
万
円
で
す
。

　
来
春
か
ら
利
用
開
始

　

現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
中
間
処
理
施

設
と
合
わ
せ
、
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
の

利
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

二
市
一
村
で
は
現
在
、
ご
み
の
分
別
方

法
な
ど
を
調
整
中
。
ご
み
分
別
説
明
会
の

開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政

　

事
務
組
合
（
☎
66
・
６
６
９
０
）

　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

が
整
備
す
る
「
広
域
ご
み
埋
め
立
て
処
分

地
」
の
建
設
工
事
が
、
五
月
に
始
ま
り
ま

し
た
。

　

埋
め
立
て
地
は
、
勝
山
市
平
泉
寺
町
岩

ケ
野
に
あ
り
、面
積
約
五
五
〇
〇
平
方
㍍
。

容
量
は
二
五
〇
〇
〇
立
方
㍍
で
、
南
新
在

家
で
工
事
を
進
め
て
い
る
中
間
処
理
施
設

で
処
理
し
た
燃
え
か
す
や
陶
磁
器
の
く
ず

な
ど
、
大
野
市
・
勝
山
市
・
和
泉
村
か
ら

出
る
十
五
年
分
を
埋
め
立
て
ま
す
。
埋
め

立
て
地
全
体
を
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
シ

ー
ト
で
覆
い
、
埋
め
立
て
地
に
降
る
雨
水

が
地
下
に
浸
透
す
る
の
を
防
ぎ
ま
す
。

　
水
処
理
施
設
を
併
設

　

埋
め
立
て
地
に
降
っ
た
雨
水
が
埋
め
立

て
た
ご
み
を
通
過
す
る
際
、
重
金
属
な
ど

の
有
害
物
質
が
溶
け
出
ま
す
。
そ
の
有
害

物
質
を
取
り
除
く
た
め
、
カ
ル
シ
ウ
ム
除

←第4回景観賞
　建築部門
　鳥山昌純氏所有
　店舗併用住宅
　（元町6－8）

第4回景観賞→
建築部門
村上寛典氏所有
猪野毛邸
（新田3－8）

　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
「
大

野
市
景
観
賞
」の
候
補
を
募
集
し
ま
す
。

　

大
野
市
景
観
賞
は
、
優
れ
た
景
観
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
る
建
築
物
や
工
作

物
を
は
じ
め
、
良
好
な
景
観
維
持
に
貢

献
し
て
い
る
団
体
な
ど
を
表
彰
す

る
も
の
で
す
。

　

平
成
九
年
か
ら
始
ま
り
、
今
回

で
五
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

建
築
部
門

　

五
年
以
内
に
建
築
さ
れ
た
市
内

の
建
築
物
や
工
作
物
、
そ
れ
ら
が

複
合
す
る
景
観
な
ど
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
も
の

▼
デ
ザ
イ
ン
、
色
彩
な
ど
が
周
辺

　

環
境
に
調
和
し
、
優
れ
た
景
観
を
つ
く

　

り
出
し
て
い
る
も
の

▼
歴
史
的
な
景
観
に
調
和
す
る
も
の

▼
自
然
環
境
の
保
全
に
寄
与
し
て
い
る
も

　

の
▼
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
優
れ
た
景

　

観
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
も
の

※
具
体
的
な
例

　

個
人
住
宅
・
集
合
住
宅
・
店
舗
・
塀
・

　

門
・
生
け
垣
・
庭
園
・
照
明
灯
な
ど

　

活
動
部
門

　

市
内
で
景
観
の
維
持
向
上
に
努
め
て
い

る
団
体
な
ど

※
具
体
的
な
例

勝山市

土布子

中津川

大野市

勝山市

東大月 清
滝
川

国
道

157
号

下
荒
井
ト
ン
ネル

真
名
川

南新在家

真名川大橋

土布子

中津川 あっ宝んど

下水処理センター

ごみ処理施設建設地

大野市

中間処理施設

埋め立て処分地

南新在家南新在家

下
荒
井
ト
ン
ネ
ル

下
荒
井
ト
ン
ネ
ル

国
道

157
号

平
成
18
年
３
月
完
成
へ

広
域
ご
み
埋
め
立
て
地
工
事
始
ま
る埋め立て地に併設される浸出水処理施設

建設地位置図
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　真名川や九頭竜川の上流には、かつて多くの
集落があり人々が生活していました。今月は、
その集落の様子を地図で再現した本を紹介しま
す。
　今年、水害から40年を迎える旧西谷村の各集
落など、29地区の地図と住民の名前、屋号が掲
載されています。また「村の小話」として、各
集落の生活の様子や村に伝わる伝説なども書か
れています。
　著者が、協力者とともに知り合いを訪ね歩い
てまとめた労作です。ぜひ手にとってご覧くだ
さい。

　

新

着

図

書

【
一
般
小
説
】

幸
福
を
売
る
男
（
藤
田
宣
永
）
透
明
な

旅
路
と
（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）
異
物
（
玄

月
）
追
跡
（
千
野
隆
司
）
け
い
子
ち
ゃ

ん
の
ゆ
か
た
（
庄
野
潤
三
）
強
情
彦
左

（
小
島
英
記
）
た
ま
た
ま
（
大
道
珠
貴
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

古
本
道
場
（
角
田
光
代
）
な
ぜ
、
そ
の

子
供
は
腕
の
な
い
絵
を
描
い
た
か
（
藤

原
智
美
）
凍
土
の
約
束
（
渡
辺
俊
男
）

襲
名
十
八
代
（
中
村
勘
三
郎
）
田
辺
写

真
館
が
見
た
〝
昭
和
〞（
田
辺
聖
子
）
私

の
骨
董
夜
話
（
浜
美
枝
）

【
児
童
図
書
】

蒼
路
の
旅
人
（
上
橋
菜
穂
子
）
こ
ん
な

に
た
し
か
に
（
ま
ど
み
ち
お
）
震
度
７

（
松
岡
達
英
）
わ
た
し
は
生
き
て
い
け

る
（
ロ
ー
ゾ
フ
）
ゆ
う
び
ん
や
さ
ん
と

ド
ロ
ッ
プ
り
ゅ
う（
た
か
ど
の
ほ
う
こ
）

宮
廷
の
バ
ル
ト
ル
メ
（
コ
ー
イ
）
ク
レ

イ
ジ
ー
・
レ
デ
ィ
ー
（
コ
ン
リ
ー
）

【
絵
本
】

う
さ
こ
ち
ゃ
ん
の
は
た
け（
ブ
ル
ー
ナ
）

せ
か
い
で
い
ち
ば
ん
つ
よ
い
国
（
マ
ッ

キ
ー
）
ど
う
ぶ
つ
の
こ
と
ば
（
ジ
ェ
ン

キ
ン
ズ
）
ね
っ
こ
ぼ
っ
こ
（
オ
ル
フ
ァ

ー
ス
）

　

そ
の
他
、
四
百
三
十
二
冊
入
り
ま
し
た
。

森永泰造　著

『ふるさと大野
山里の村　ありし日の姿』

運
動
苦
手
な
人
に
オ
ス
ス
メ

　
「
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

　

運
動
が
ど
う
し
て
も
苦
手
な
人
は
、

気
の
向
く
ま
ま
、
足
の
向
く
ま
ま
道
草

や
寄
り
道
を
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
道
端
の
花
や
草
木
に

目
を
と
め
て
み
る
と
、
四
季
の
変
化
が

楽
し
め
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
気
の
合
う
仲
間
と
一
緒
に
し

ゃ
べ
り
な
が
ら
歩
け
ば
、
思
い
の
ほ
か

長
い
距
離
を
歩
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

日
々
の
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
、

ス
ト
レ
ス
を
こ
ま
め
に
解
消
し
ま
し
ょ

う
。

　健康おおの21
　今月のキャッチフレーズ

「運動は何より便利な
　　　　　ストレス解消法」

日
々
の
生
活
に
運
動
を

運
動
で
ス
ト
レ
ス
解
消

　

運
動
を
す
る
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
が
軽

減
さ
れ
る
の
は
、
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
が

関
係
し
て
い
ま
す
。
少
し
汗
を
か
い
て

〝
気
持
ち
い
い
〞
と
感
じ
る
程
度
の
運

動
を
す
る
と
、
脳
内
か
ら
ス
ト
レ
ス
を

和
ら
げ
る
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
神

経
や
筋
肉
の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
る

の
で
す
。

　

ま
た
、
運
動
後
の
心
地
よ
い
疲
れ
は

食
欲
増
進
や
安
眠
を
促
し
、
ス
ト
レ
ス

か
ら
解
放
し
て
く
れ
ま
す
。

　

楽
し
み
な
が
ら
長
い
期
間
続
け
ら
れ

る
「
自
分
に
合
っ
た
運
動
」
を
探
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

「さわやか貯筋運動」の1コマ。
亀山を楽しくウオーキング。
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真
名
川
の
下
流
域
に
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
「
水
辺
の
楽
校
」。

そ
の
管
理
運
営
を
行
う
グ
ル
ー
プ

が
「
ビ
オ
フ
レ
ン
ズ
」
で
す
。

　

昨
年
六
月
、
水
辺
の
楽
校
の
計

画
策
定
な
ど
に
協
力
し
た
メ
ン
バ

ー
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
。
現
在

十
二
人
で
、
自
然
環
境
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
や
、
子
供
を
対
象
と

し
た
体
験
学
習
会
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

「
川
で
遊
ぶ
子
供
が
少
な
く
な

っ
た
こ
と
と
、
昔
は
石
が
ご
ろ
ご

ろ
し
て
い
た
河
原
が
雑
草
に
覆
わ

れ
、
川
本
来
の
生
き
物
や
景
観
が

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
こ
の

二
つ
の
課
題
を
解
決
し
た
い
と
考

え
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
」
と
会

長
の
高
津
琴
博
さ
ん
。

　

水
辺
の
楽
校
の
整
備
計
画
で
は

河
原
や
中
州
、
湧ゆ
う

水
池
な
ど
の
ゾ

ー
ン
ご
と
に
、
目
指
す
べ
き
水
辺

環
境
や
動
植
物
の
生
息
目
標
を
設

定
。
多
種
多
様
な
動
植
物
を
復
活

さ
せ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
人
が

安
心
し
て
自
然
と
触
れ
合
え
る
、

魅
力
あ
る
水
辺
空
間
の
復
元
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

ビ
オ
フ
レ
ン
ズ
で
は
、
昨
年
二

回
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い

水
生
生
物
や
植
物
の
分
布
状
況
を

確
認
。
調
査
結
果
を
体
験
学
習
や

整
備
に
生
か
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
お
お
の
子
ど
も
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
大
野
の
水
環

境
を
学
ぶ
「
水
環
境
塾
」
に
指
導

員
と
し
て
参
加
。
子
供
た
ち
が
見

つ
け
た
水
生
生
物
の
名
前
や
特
徴

を
説
明
し
た
ほ
か
、
川
の
流
れ
の

速
さ
や
強
さ
を
体
験
す
る
「
川
渡

り
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
水
辺
の
楽
校
の
魅
力
は
、
み

ん
な
で
考
え
、
計
画
し
、
整
備
し

て
い
け
る
と
こ
ろ
」
と
メ
ン
バ
ー

の
矢
村
健
一
さ
ん
。
同
じ
く
福
田

恒
夫
さ
ん
は
「
昔
の
よ
う
に
子
供

た
ち
が
河
原
で
遊
べ
る
環
境
を
つ

く
り
た
い
。
真
名
川
の
豊
か
な
自

然
環
境
を
生
か
し
、
川
で
遊
び
な

が
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
べ
る

機
会
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
子
ど
も
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

タ
で
は
、
川
の
楽
し
さ
と
怖
さ
を

体
験
で
き
る
「
水
辺
探
索
隊
」
を

七
月
二
十
四
日
に
開
催
予
定
。
昨

年
同
様
、
水
辺
で
の
自
然
観
察
な

ど
を
行
う
ほ
か
、
川
で
お
ぼ
れ
な

い
た
め
の
対
処
法
を
学
ぶ
着
衣
水

泳
も
取
り
入
れ
る
そ
う
で
す
。

　

会
で
は
、
随
時
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人

は
高
津
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
３
７

６
９
・
３
０
５
７
）
ま
で
。

（10）

市
民
の
ペ
ー
ジ

●
あ
な
た
も
紙
面
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
人
は
、
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で

　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１
（
内
線
４
４
１
）

魅
力
あ
る
水
辺
を
復
元　
　
　

真名川水辺の楽校
ビオフレンズ

モニタリング調査

昨年の水環境塾「川渡り」
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走
る
の
は
疲
れ
た
け
ど
、
入
賞

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

い
き
い
き
大
野
っ
子

は
っ

す

る

キ
ッ

ズ

（11）

　

五
月
二
十
二
日
に
開
か
れ
た
「
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
」。
市
内
の

小
学
生
も
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　小池さんは、釣り歴30年以上のアユ釣り名人で
す。腕自慢が競い合う全国クラスの大会に毎年の
ように出場し、一昨年は団体戦で優勝、個人戦で
準優勝の見事な成績を収めました。

　　　アユ釣りを始めたきっかけは
　子供のころからフナやウグイはよく釣っていま
したが、アユ釣りは大人になってから。職場の同
僚に勧められて始めました。
　　　当時から大会に出ていたのですか
　初めて出たのは平成元年です。九頭竜川で全国
大会の北陸予選が開かれて、ちょっとどんなもの
かなという軽い気持ちで出たら、優勝してしまっ
たんですよ。もうまぐれもまぐれでね。それから
本格的にのめり込むようになり、毎年いろんな大
会に出場するようになりました。

　　　上達のこつがあれば教えてください
　何でもそうでしょうが、たくさん経験を積むこ
とが大切です。人よりも早く起きて川へ行き、人
よりも遅くまで川に入っている。いろんな場所を
探して、より多くの魚を釣り上げる。こうした経
験の積み重ねが、自然と上達につながっていくん
だと思います。
　　　アユ釣りの面白さは
　アユを釣るときは、縄張りをつくるアユの習性
を利用し、友釣りという釣り方をします。これは
仕掛け針を付けたおとりのアユを泳がせておき、
攻撃してきたアユをその針で引っ掛けるという方
法です。生きたアユをおとりに使うので、いかに
自然な状態で泳がせるかがポイントになります。
魚の動きをコントロールするのではなく、自然に
泳げるように手助けしてやる。そういうところに
友釣りならではの面白さを感じます。
　　　昔と比べてアユが減っているようですが
　以前は１日に100匹以上釣れることもありまし
たが、最近は30匹も釣れれば大漁の部類です。魚
が減ったのか、本能が弱くなったのか、釣り人が
多くなったのか。魚の生態系や川の環境が変化し
ているのかもしれませんね。
　　　間もなく解禁ですね
　今年は近年になく、たくさんの天然アユが九頭
竜川の河口に遡

そじょう

上していると聞いています。いい
シーズンになるよう期待したいですね。

小池清一郎さん（56歳・本町）

「
生
き
た
ア
ユ
を
お
と
り
に
使
う

　
　
　

そ
こ
に
面
白
さ
を
感
じ
ま
す
」

こ ん に ち は

廣澤啓也さん（左）
　 龍也さん親子
有終南小学校1年
1年親子7位

　

毎
朝
、
お
父
さ
ん
と
練
習
し
て

き
た
成
果
が
出
ま
し
た
。 廣澤健太さん（右）

　 重行さん親子
有終南小学校3年
3年親子3位

　

四
位
に
入
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

ま
た
来
年
も
走
り
た
い
で
す
。

橋本佳奈さん（左）
　 盛公さん親子
富田小学校2年
2年親子4位

　

普
段
は
、
野
球
部
の
練
習
で
走

っ
て
い
ま
す
。

澤田和磨さん
富田小学校4年
4年男子2位

　

優
勝
で
き
る
と
思
っ
て
な
か
っ

た
の
で
、す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
。

安下恭生さん
上庄小学校6年
5・6年女子1位

　

少
し
疲
れ
た
け
ど
、
気
持
ち
よ

く
走
れ
ま
し
た
。

脇本圭司さん
有終南小学校5年
5・6年男子3位

　

走
る
こ
と
が
大
好
き
。
一
位
に

な
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。 澤田夏来さん

下庄小学校4年
4年女子1位



町家住宅の入居者募集

　

定
員　

15
人
（
先
着
）

　

参
加
料　

５
０
０
円

　

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

　

申
込
期
限　

７
月
11
日
㊊

●
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

　

日
時　

７
月
29
日
㊎
午
後
７
時
〜

　

定
員　

15
人
（
先
着
）

　

参
加
料　

１
３
０
０
円

　

申
込
期
限　

７
月
25
日
㊊

●
親
子
陶
芸
教
室

　

日
時　

８
月
４
日
㊍
午
後
７
時
〜

　

対
象　

小
学
生
以
上

　

定
員　

７
組
（
先
着
）

　

参
加
料　

５
０
０
円

　

申
込
期
限　

７
月
29
日
㊎

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

申
込
・
問
合
せ
先　

勤
労
青
少
年

　

ホ
ー
ム
（
☎
65
・
７
２
２
１
）

募
集
団
地　

西
里
団
地

規
格　

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数　

１
戸

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

家
賃　

月
額
６
６
０
０
円
〜
１
万

　

９
０
０
円

申
込
期
限　

７
月
22
日
㊎

申
込
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

　

住
宅
緑
地
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
３
５
３
）

お
知
ら
せ

●
大
野
市
役
所
・
大
野
市
教
育
委
員
会　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１

　

住
所　

〒
９
１
２
―
８
６
６
６　

福
井
県
大
野
市
天
神
町
１
―
１

　

大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
に
、
若
者
向
け
就
職
相
談
コ
ー

ナ
ー「
ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
大
野
」

を
設
け
ま
し
た
。
専
門
の
相
談
員

が
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

職
業
適
性
診
断
、
就
職
情
報
の
提

供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽

に
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
曜
日
と
時
間

　

火
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

金
曜
日　

午
後
１
時
〜
９
時

問
合
せ
先　

ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

　
（
☎
65
・
６
８
７
２
）

　

来
春
卒
業
予
定
の
大
学
生
や
専

修
学
校
生
を
対
象
と
し
た
就
職
面

接
会
と
、
高
校
生
や
そ
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
企
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
求
職
中
の
人
も
参
加

で
き
ま
す
。

日
時　

７
月
10
日
㊐
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前
本
所

問
合
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野

　
（
☎
66
・
２
４
０
８
）

　

今
年
度
の
日
本
脳
炎
予
防
接
種

は
す
べ
て
中
止
し
ま
し
た
。
た
だ

し
希
望
者
に
は
、
無
料
で
接
種
を

行
い
ま
す
。

期
間　

８
月
31
日
㊌
ま
で

場
所　

市
内
医
療
機
関

対
象　

３
歳
〜
７
歳
半

問
合
せ
先　

保
健
衛
生
課
（
☎
65

　

・
７
３
３
３
）

●
陶
芸
教
室

　

日
時　

７
月
13
日
㊌
午
後
７
時
〜

募
集
団
地　

東
二
番
（
２
戸
）・

　

西
二
番
（
２
戸
）

規
格　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
。
駐
車
場
（
各

　

戸
１
台
）、
ベ
ラ
ン
ダ
、
エ
ア

　

コ
ン
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、

　

風
呂
、
ト
イ
レ
、
衛
星
放
送
、

　

倉
庫
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
を
満
た

　

し
て
い
る
人
で
、
同
居
の
親
族

　

を
有
す
る
こ
と

家
賃　

月
額
５
万
４
７
０
０
円
〜

　

６
万
５
０
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

　

住
宅
緑
地
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
３
５
３
）

都
市
整
備
課

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

●おどり指導員派遣
　越前おおのおどりの練習を行うグルー
プに、指導員の派遣や、おどりカセット
テープの無料配布を行います。
指導員派遣期間　7月1日㊎～8月10日㊌
派遣先　職場や町内会など
●ボランティア募集
　おどり会場でうちわの配布やおどりの
誘導を行うボランティアを募集します。
実施日時　8月15日㊊・16日㊋いずれも
　午後7時30分～9時30分
　※どちらか1日だけ参加できる人も募
　　集します
申込・問合せ先　おおの城まつり実行委
　員会事務局（商工会議所内☎66・1230）

おどり指導員派遣・
ボランティアの募集
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

各
種
教
室
の
参
加
者
募
集

商
工
観
光
課

若
者
の
就
職
を
応
援

お
く
え
つ
雇
用
開
発
協
議
会

サ
マ
ー
企
業
説
明
会

東二番町家住宅

西二番町家住宅

保
健
衛
生
課

日
本
脳
炎
の
接
種
中
止



　

12
日
㊎

そ
の
他　

Ｕ
Ｓ
Ｊ
１
日
入
場
券
付
き

申
込
・
問
合
せ
先　

生
活
環
境
課

　

市
民
生
活
係
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
４
６
４
）

日
時　

７
月
２
日
㊏
午
後
１
時
30

　

分
〜
３
時

場
所　

有
終
会
館

内
容　

講
演
「
大
学
と
地
域
社
会

　

と
の
連
携
の
意
義
」
▽
実
践
報

　

告
「
04
御
清
水
地
区
で
の
ア
ー

　

ト
イ
ベ
ン
ト
報
告
」
「
武
家
屋

　

敷
・
田
村
家
住
宅
に
つ
い
て―

　

建
築
的
調
査
よ
り
」

問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
社
会
教

　

育
課
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

５
４
２
）

家
族
で
過
ご
す
週
末
自
然
学
校

　

内
容　

森
林
の
散
策
や
自
然
観

　
　

察
な
ど

　

対
象　

小
・
中
学
生
の
子
ど
も

　
　

が
い
る
家
族

　

定
員　

15
組
程
度
（
先
着
）

　

参
加
料　

１
人
８
０
０
０
円　

　
　
（
３
歳
未
満
１
５
０
０
円
）

　

宿
泊　

六
呂
師
ハ
イ
ラ
ン
ド
ホ

　
　

テ
ル
（
１
組
１
部
屋
）

　

申
込
方
法　

電
話
で
（
後
日
、

　
　

申
込
書
の
送
付
が
必
要
）

　

申
込
・
問
合
せ
先　

六
呂
師
ハ

　
　

イ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
☎
67
・

　
　

１
３
０
１
）

週
末
自
然
教
室

▽
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（
両
日
）

▽
ポ
プ
リ
教
室
（
17
日
）

▽
ハ
ー
ブ
せ
っ
け
ん
教
室（
17
日
）

　

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜

　

場
所　

ミ
ル
ク
工
房
奥
越
前

　

参
加
料　

各
５
０
０
円

　

申
込
方
法　

当
日
会
場
で

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
両
日
）

　

時
間　

23
日
午
後
１
時
〜

　
　
　
　

24
日
午
前
９
時
30
分
〜

　

参
加
料　

無
料

魚
つ
か
み
捕
り
＆
料
理
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
両
日
）

　

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜

　

回
数　

６
回

　

定
員　

各
回
50
人

　

参
加
料　

５
０
０
円

　

申
込
方
法　

当
日
会
場
で

　

※
10
人
以
上
で
の
参
加
は
、
事

　
　

前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

森
の
音
楽
会
（
23
日
）

　

演
奏　

大
野
市
民
吹
奏
楽
団

　

時
間　

午
後
７
時
30
分
〜

　

参
加
料　

無
料

問
合
せ
先　

商
工
観
光
課
観
光
係

　

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
３

　

５
）

日
時　

８
月
27
日
㊏
午
前
６
時
15

　

分
に
Ｊ
Ｒ
越
前
大
野
駅
集
合

行
き
先　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ

　

オ
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

　

※
高
校
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

定
員　

60
人
（
先
着
）

参
加
料　

小
学
生
５
５
０
０
円
、

　

中
学
生
以
上
１
万
２
０
０
０
円

　

※
市
の
助
成
金
３
０
０
０
円
を

　
　

差
し
引
い
て
い
ま
す

申
込
期
間　

７
月
11
日
㊊
〜
８
月

越美北線「ふれあい市民号」

　国民年金保険料の口座振替方法に
「当月末振替」が加わりました。これは
各月の保険料をその月の末日に振り替
えるもので、翌月末に振り替える「翌
月末振替」と比べて1カ月当たり40円
の割引となります。当月末振替を希望
する人は、福井社会保険事務所または
口座のある金融機関、郵便局へ申し込
みください。
問合せ先　福井社会保険事務所
　（☎0776・23・1002）

市 民 の う ご き
６月１日現在 前　月　比

世帯数 11,990世帯 10世帯
人　口 39,180人 －21人

内訳
男 18,667人 －19人
女 20,513人 －2人

５月中
の異動

転入 79人 出生 16人
転出 74人 死亡 42人

戦没者特別弔慰金

国民年金
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六
呂
師
高
原

７
月
16
日
㊏
・
17
日
㊐

社
会
教
育
課

大
学
と
地
域
と
の
連
携

考
え
よ
う

麻
那
姫
湖
青
少
年
旅
行
村

　
　
　
　
　
（
中
島
公
園
）

７
月
23
日
㊏
・
24
日
㊐

お
お
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
２
０
０
５

　戦没者などの遺族に対し、特別弔慰
金が支給されることとなりました。
要件　平成17年4月1日現在、戦没者に
　かかる公務扶助料や遺族年金などを
　受ける人がいないこと
対象　戦没者の死亡当時の遺族で最も
　支給順位の高い人
支給順位
1.戦傷病者戦没者遺族等援護法による
　弔慰金の受給権者
2.戦没者の子 
3.戦没者と生計関係を有していた人
　①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
　※戦没者と姓が異なる人を除く
4.上記3以外の人
　①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹 
5.上記1から4以外で、戦没者の死亡時
　まで引き続き1年以上生計関係を有
　していた三親等内の親族 
支給内容　額面40万円、10年償還の記
　名国債
請求・問合せ先　福祉課社会福祉係　
　（☎66・1111内線471）
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　10月に開かれる国民文化祭
・ふくい2005「民謡・民舞の
祭典」に向け、オープニング
とフィナーレに出演する市民
の踊りの全体練習が、5月28
日に有終会館で行われました。
約120人が参加し、大野音頭
としっちょいな節を練習。講
師の指導を受けながら、全員
の踊りがそろうまで何度も振
り付けを確認していました。
今後は踊りにアレンジを加え
たり、隊形を整えたりしなが
ら、本番に向けてさらに練習
を重ねる予定です。

国文祭向け練習に汗

乾側小（5月17日）

泥田にちびっ子歓声

　市内3小学校で、昔ながらの手作業による田植え
体験が行われました。はだしになった子供たちは、
一列に並んで田植えを開始。泥の感触に歓声を上げ
ながら一株ずつ苗を植えていきました。秋には刈り
取りを行い、収穫感謝祭などを開く予定です。

阪谷小（5月26日）

蕨生小（5月25日）



　帯結びや組みひもを使って城下町大野のイメージ
を表現する「おおのまち結びくみ展」が、6月1日か
ら6日にかけて平成大野屋二階蔵で開かれました。
市内の女性グループ「サークル彩

いろどり

」が企画。会場に
は華やかな作品61点が並べられました。

城下町華やか「結びくみ展」
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　「ごみゼロの日」の5月30日、市消費者グループ連
絡協議会が市内5カ所の量販店で「マイバッグキャ
ンペーン」を行いました。会員ら20人が、買い物時
にマイバッグの持参を呼び掛けるチラシ1000枚を
配布。合わせて河川の環境美化も訴えました。

マイバッグ使ってネ

話題のひろば

　7月2日のアユ釣り解禁を前に、市漁業組
合が真名川や九頭竜川で稚アユの放流を行
いました。放流されたのは、県産約6万匹
と琵琶湖産約44万匹の約50万匹。狭いバ
ケツから解放されたアユは、気持ちよさそ
うに川の中を泳いでいきました。

稚アユ50万匹放流

　さまざまなテーマを楽しく学ぶ市民学校が、6月11日に
有終会館で始まりました。第1回はシンガーソングライター
の野田淳子さんが「みんなちがってみんないい」と題して、
オリジナル曲など11曲を披露。ギターの弾き語りを通し
て平和や命の大切さを訴えました。

市民学校スタート



　夏の六呂師高原は、のどかな雰囲
気を味わいながら散歩やサイクリン
グするのに最適です。また、多彩な
施設がそろっており、家族連れで楽
しめます。宿泊もできる「六呂師ハ
イランドホテル」では、電動自転車
やマウンテンバイクがレンタルでき
ます。ほかにも、ミニ動物園やバー
ベキュー広場がある「円山公園」、
アイスクリームやカッテージチーズ
の加工体験（要予約）や飲食ができ
る「ミルク工房奥越前」、入浴施設
を備える「トロン温泉うらら館」な
ど。今月16、17日には六呂師高原
を会場に「おおのネイチャーフィー
ルド2005」が開催されます。自然
体験できるイベントを多数用意。ぜ
ひお越しください。

　

ギ
リ
シ
ャ
の
七
賢
人

の
ひ
と
り
、
タ
ー
レ
ス

は
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
の

根
源
は
水
で
、
す
べ
て

の
も
の
が
水
か
ら
生
成

さ
れ
、
水
に
か
え
る
」

と
い
う
考
え
方
で
「
万
物
は
水
か
ら
成
る
」
と

し
た
。
な
る
ほ
ど
、
水
は
万
物
の
命
で
は
あ
ろ

う
▼
当
市
は
こ
と
し
十
一
月
に
和
泉
村
と
合
併

す
る
。
と
、
合
わ
せ
て
約
八
七
二
平
方
㌔
、
面

積
だ
け
で
も
県
内
一
で
、
ま
た
山
野
森
林
域
も

広
大
な
所
と
な
る
。
近
々
市
町
村
の
平
成
大
合

併
が
終
結
す
れ
ば
、
恐
ら
く
全
国
的
に
も
有
数

な
地
勢
を
も
つ
広
域
自
治
体
に
ラ
ン
ク
付
け
さ

れ
よ
う
。
ば
か
り
で
は
な
い
▼
な
か
で
も
、
今

も
幾
つ
も
の
水
源
と
河
川
湖
沼
に
恵
ま
れ
て
い

る
が
、
さ
ら
に
九
頭
竜
川
ほ
か
中
小
河
川
、
湖

沼
が
加
わ
っ
て
数
多
い
水
資
源
に
富
む
。
殊
に

九
頭
竜
、
真
名
川
の
二
大
ダ
ム
湖
は
圧
巻
だ
ー

な
ど
。
豊
か
な
自
然
環
境
が
幾
層
倍
す
る
地
域

と
成
る
▼
す
な
わ
ち
自
然
は
郷
土
の
資
財
。
こ

れ
を
活
用
し
な
い
で
お
く
手
は
な
か
ろ
う
。
と

り
わ
け
希
少
値
が
高
い
水
環
境
は
誇
っ
て
よ
い

名
水
域
だ
。
当
市
で
は
「
水
の
み
え
る
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
を
進
め
て
い
る
。
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
も
実
施
さ
れ
て
、
集
計
が
待
た
れ
る
が
、
寄

せ
ら
れ
る
関
心
は
高
い
▼
た
だ
し
、
慎
む
べ
き

は
、
い
か
に
豊
富
な
資
源
が
あ
っ
て
も
、
命
の

水
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
使
い
っ
放
し
の
無
策

な
乱
費
は
だ
め
。
活
用
と
い
っ
て
も
謙
虚
で
あ

る
べ
き
だ
。
市
民
の
生
活
環
境
を
よ
り
豊
か
に

す
る
た
め
に
、
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た

い
▼
活
用
は
ほ
か
に
も
。
観
光
立
市
面
で
、
例

え
ば
、
二
大
湖
を
結
ぶ
周
遊
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
の

開
発
な
ど
し
て
み
て
は･･･

（
武
藤
）

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　市が認定した大野らしい建築物や自然など、将来に残

していきたい景観を紹介します。

㉘

篠
座
神
社
（
篠
座
）

　

社
名
の
「
篠
」
は
篠
竹
の
森
を
、「
座
」
は
神
が

鎮
座
す
る
と
こ
ろ
を
表
し
て
い
ま
す
。
八
百
年
ほ
ど

前
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
伝
統
芸
能
の
獅
子
神

楽
が
、
毎
年
四
月
二
十
日
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

表紙のことば
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助
役
に
石
倉
善
一
氏

　

六
月
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
開
か

れ
た
第
三
百
三
十
八
回
定
例
市
議
会
の

初
日
に
、
収
入
役
を
置
か
ず
に
そ
の
事

務
を
助
役
に
兼
務
さ
せ
る
「
市
収
入
役

事
務
兼
掌
条
例
案
」
が
提
出
さ
れ
、
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
前
田
佳
一
氏
が
辞
職
し
、
欠

員
と
な
っ
て
い
た
助
役
を
選
任
す
る
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
助
役

に
は
、
収
入
役
の
石
倉
善
一
氏
の
選
任

が
同
意
さ
れ
、
十
日
付
で
就
任
し
ま
し

た
。

　

石
倉
氏
は
昭
和
三
十
五
年
に
市
役
所

に
入
り
、
産
業
経
済
部
長
、
総
務
部
長
、

参
与
を
歴
任
。
平
成
十
四
年
十
二
月
か

ら
収
入
役
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

※
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
、
ほ
か

　

の
議
案
や
報
告
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

　

て
は
八
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

助役
　石倉　善一氏
　（64歳・田野）




